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人工的に合成した造雄腺ホルモンの注射実験

クルマエビ

これまでに、オカダンゴムシという陸生甲殻類を実験材料に用いて、性転換ダンゴ
ムシの作出に成功しています。また、性転換ダンゴムシを親に用いることで、産ま
れてくる子供を全て雄や雌にすることにも成功しています。この様に、甲殻類の雌
雄の産み分けは技術的に可能です。この技術は遺伝子組み換えを利用していないた
め、雌雄の産み分けにより産まれる子供は、自然交配で産まれてくる子供となんら
違いはありません。現在は、国内で盛んに養殖が行われているクルマエビに人工的
に合成した造雄腺ホルモンを注射し、性転換クルマエビの作出を試みています。

研究の
特徴・比較・
優位性

人間は生まれたときから性が決まっていて、途中で性が変わることはありません。
しかし、エビやカニなどの甲殻類は、あるホルモンの影響により性が変わってしま
います。それが“造雄腺ホルモン”です。造雄腺ホルモンには、雄の性特徴を発達さ
せる作用があります。そのため、造雄腺ホルモンを若い雌に注射すると、機能的な
雄へと性転換をします。私たちの研究グループは、クルマエビの造雄腺ホルモンを
人工的に合成することに世界で初めて成功しました。エビやカニは成長速度や消費
者の好みなどの面で雌雄に差があるため、雌雄の産み分け技術の開発が望まれてい
ます。本研究は、それらの技術開発に役に立つのではないかと考えられます。
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エビ類の養殖生産量は年々増加し、2012年には約400万トン・200億米ドル（2.4兆円）に
ものぼります。クルマエビ類は雄より雌の方が早く成長して大型化する特徴があるため、
性をコントロールして雌だけを養殖できれば育成期間を短くできます。また、サイズが
大きいほど販売単価を高くできるため、雌雄の産み分け技術の開発は商品価値の向上に
もつながります。このように、エビ類の雌雄の産み分けは、エビ養殖の生産コストを削
減させ、養殖エビの価値を高めるための技術シーズとなります。

現在、私たちの研究グループはクルマエビを研究

材料に用いていますが、それ以外のエビ類やカニ類を

使った研究にも応用可能です。

エビやカニなどの雌雄の産み分け技術の開発には、長期の

動物飼育が欠かせません。この点が研究を発展させるため

の支障となっています。エビやカニなどを個別に飼育で

きる設備を有し、なおかつ動物飼育が得意な企業との

提携を希望します。
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